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創
立
記
念
行
事

　

一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
十
一
月
十
一
日
、
創
立
二
十
周

年
記
念
式
典
が
新
築
の
記
念
講
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。

　

第
二
〇
回
卒
業
証
書
授
与
式
と
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
式
典
は
、

本
学
の
前
身
で
あ
る
英
吉
利
法
律
学
校
が
一
八
八
五
年
に
創
設
さ

れ
て
以
来
、
最
初
の
創
立
記
念
式
典
で
あ
り
、
本
学
学
員
会
が
初

め
て
総
力
を
結
集
し
た
記
念
事
業
の
一
環
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
年
、
校
名
を
中
央
大
学
と
改
め
る
と
と
も
に
、
経
済
学
科

や
中
央
高
等
予
備
校
を
新
設
し
、
こ
れ
に
対
応
し
て
院
友
会
も
学

員
会
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
は
、
本
学

の
拡
充
と
発
展
を
象
徴
す
る
式
典
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

式
典
の
準
備
は
学
員
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
前
年
の
東
京
法
学

院
大
学
院
友
大
会
に
お
い
て
満
場
一
致
で
次
の
決
議
が
な
さ
れ

た
。

　

一
、
記
念
講
堂
の
建
築
（
建
築
費
用
見
積
一
万
五
千
円
）、
二
、

記
念
会
費
用
は
す
べ
て
院
友
の
寄
付
に
よ
る
、
三
、
寄
付
金
は

一
九
〇
五
年
一
月
〜
六
月
末
の
六
ヵ
月
間
に
払
い
入
れ
る
こ
と
、

四
、
記
念
式
の
挙
行
、
五
、
寄
付
金
・
建
築
お
よ
び
記
念
式
に
関

す
る
事
項
は
院
友
中
よ
り
委
員
を
決
定
し
全
権
を
委
任
す
る
。

　

〇
四
年
十
二
月
の
委
員
総
会
で
は
、
院
友
各
方
面
か
ら
一
二
人

の
常
任
委
員
を
選
定
し
、
委
員
長
に
は
坂
本
武
治
（
の
ち
の
佐
藤

正
之
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
別
に
二
十
年
史
編
纂
が
計
画
さ
れ
、
高
等
法
学
科
卒
業
の

弁
護
士
川
島
仟
司
、
高
野
金
重
が
担
当
者
に
選
出
さ
れ
た
。

　

記
念
講
堂
は
木
造
二
階
建
て
で
建
坪
一
二
五
坪
余
、
建
築
費
は

一
万
四
、六
〇
〇
円
で
〇
五
年
九
月
二
十
六
日
に
竣
成
し
た
。『
中

央
大
学
二
十
年
史
』
は
十
一
月
十
四
日
に
法
学
新
報
社
か
ら
発
行

さ
れ
た
が
、
本
学
年
史
の
嚆
矢
で
あ
り
、
草
創
期
の
本
学
の
歴
史

を
知
る
上
で
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　

式
典
は
午
後
一
時
に
菊
池
学
長
の
祝
辞
に
始
ま
り
、
講
師
代
表

穂
積
陳
重
、
学
員
代
表
花
井
卓
蔵
の
祝
辞
、
記
念
講
堂
寄
付
式
、

学
員
会
か
ら
学
長
等
へ
記
念
品
贈
呈
、
さ
ら
に
司
法
・
文
部
両
大

臣
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
祝
辞
・
演
説
が
続
い
た
。
そ
の
後
卒

1 0 7

創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
と
学
員
会

業
証
書
授
与
式
・
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
と
進
み
、
す
べ
て
の
予
定
が
終

了
し
た
の
は
午
後
九
時
で
あ
っ
た
。

　

当
日
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
た
一
三
九
人
を
含
め
、
卒
業
生
の

総
数
は
三
、六
三
七
人
に
及
ん
だ
が
、
こ
の
式
典
は
彼
ら
を
中
心

と
し
た
学
員
の
総
力
の
結
集
に
よ
り
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
式
典
に
は
席
上
他
の
人
々
と
と
も
に
記
念

品
を
贈
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
幹
事
山
田
喜
之
助
の
姿
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
創
立
者
の
一
人
で
あ
り
、
学
員
会
に
と
っ
て
も

一
八
八
八
年
の
校
友
会
設
立
の
際
の
発
起
人
・
理
事
な
ど
を
務
め

た
山
田
が
式
典
に
出
席
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

翌
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
、
十
一
日
の
早
朝
、
河
野
広
中

ら
と
と
も
に
山
田
が
憲
兵
に
よ
り
「
兇
き
ょ
う

徒と

嘯し
ょ
う

集し
ゅ
う」
の
罪
名
で
東

京
地
方
裁
判
所
に
拘
引
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
同

年
秋
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
の
内
容
に
反
対
し
て
起
っ
た
「
日

比
谷
焼
き
打
ち
事
件
」
で
の
責
任
を
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
紙
に
は
、
彼
ら
の
拘
引
直
後
、
元
田
肇
、
花
井
卓
蔵
ら
の

弁
護
士
が
予
審
判
事
を
尋
ね
拘
禁
だ
け
は
寛
容
す
る
よ
う
申
し
入

れ
た
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
年
十
二
月
の
予
審
終
結
に
よ

り
山
田
ら
は
免
訴
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
本
学
関
係
者
の
社

会
的
活
動
や
学
員
同
士
の
繋
が
り
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

創立 20年記念講堂


